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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
３
年
目
を
迎
え
た
令
和
４
年
は
、

累
次
に
わ
た
る
感
染
拡
大
の
波
に
襲
わ
れ
て
陽

性
者
数
が
急
増
し
た
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
進
展
な
ど
も
あ
っ
て
重
症
者
数
は
大
き
く
減

少
、
全
体
と
し
て
は
落
ち
着
き
を
見
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
昨
年
は
、
安
全

の
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
協
会
の
創
立
60
周
年

記
念
式
典
及
び
優
良
従
業
員
表
彰
式
・
同
祝
賀

会
を
は
じ
め
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
、
労
働
安
全
衛
生
大
会
な
ど
、

大
規
模
な
行
事
を
無
事
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
公
益
事
業
の
柱
で
あ
る
講
習
会
・
セ

ミ
ナ
ー
に
つ
き
ま
し
て
も
、
８
月
以
降
は
基
本

的
に
通
常
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
会
員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
理
解
・

ご
協
力
の
賜
物
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
10
月
か
ら
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
も
開
設
、
講
習
会
や
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
会
員
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
を
一
層
充

実
す
る
と
と
も
に
、
申
込
み
手
続
等
の
サ
ー
ビ

ス
・
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
来
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
為
替

の
急
激
な
変
動
に
よ
る
諸
物
価
の
高
騰
、
慢
性

的
な
人
手
不
足
、
最
低
賃
金
の
上
昇
な
ど
、
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
に
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
会
員
の
皆
様

及
び
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
の
交
流
や
情
報

の
共
有
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
結
束
を
強
め
、

公
益
法
人
と
し
て
の
使
命
を
全
う
す
べ
く
努
力

を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
来
入
会
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
間
当
業
界
で
働
く
従
業
員
は
、

社
会
の
存
続
に
不
可
欠
な
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
公
に
認
知
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
下
改
め
て
注
目
さ
れ
た
衛
生
的
で

安
全
な
環
境
の
確
保
、
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の

維
持
や
災
害
の
防
止
、
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
抑

制
な
ど
地
球
環
境
問
題
へ
の
的
確
な
対
応
、
社

会
貢
献
事
業
で
あ
る
障
が
い
者
の
就
労
支
援
な

ど
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の
社
会
的
使
命

を
果
た
し
つ
つ
、
品
質
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

さ
ら
に
進
め
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良

い
１
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の

品
質
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
さ
ら
に
促
進

公
益
社
団
法
人
　
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
　
会
長
　
佐
々
木
　
浩
二

令和五年　会長年頭所感
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

久
々
に
、
街
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
明
る

い
兆
し
を
、
力
強
い
成
長
の
う
ね
り
へ
と
繋
げ
、
持
続
可

能
な
東
京
の
未
来
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

感
染
症
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
自
然
災
害
な
ど
、
地
球

規
模
の
出
来
事
が
足
元
の
社
会
経
済
活
動
に
直
結
す
る
時

代
で
す
。
都
政
に
お
い
て
も
、
世
界
を
常
に
意
識
し
な
け

れ
ば
、
た
ち
ま
ち
国
際
社
会
の
潮
流
か
ら
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
で
は
、
人
類
が
直
面
す
る
気
候
危
機

の
現
状
と
対
策
の
最
前
線
を
目
の
当
た
り
に
し
、
改
め
て
、

国
家
や
都
市
が
共
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
べ
き
と
の

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
東
京
都
は
、
電
力
を
「
Ⓗ
減
ら

す
」、「
Ⓣ
創
る
」、「
Ⓣ
蓄
め
る
」
の
Ｈ
Ｔ
Ｔ
を
合
言
葉
に
、

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
脱
炭
素
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

確
保
を
同
時
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
巻
く
脅
威
か
ら
都
民
の
命
・
暮
ら
し
を
守

り
抜
く
強
靭
な
都
市
の
実
現
も
重
要
で
す
。
折
し
も
、
今

年
は
関
東
大
震
災
の
発
災
か
ら
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
都
の
防
災
施
策
を
前
提
条
件
か
ら
見
直
し
進
化
さ

せ
た
「 

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ 

強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進

力
に
取
組
を
一
層
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
安
全
・
安
心
を
基
盤
に
、「
人
」
が
思

い
の
ま
ま
に
活
躍
で
き
る
社
会
を
築
く
。
多
様
な
人
材
が

生
み
出
す
ア
イ
デ
ア
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
こ
そ
東
京
が
誇
る

強
み
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
、

世
界
中
に
売
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
名
も
「
Ｓ
ｕ
ｓ

ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ  

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ-

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ.

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
」。
頭
文
字
を
取
り
、「
Ｓ
ｕ
ｓ
Ｈ
ｉ　
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ  

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
」
で
す
。
世
界
中
で
親
し
ま
れ
る
日

本
の
食
文
化
「
鮨
」
の
よ
う
に
、
国
際
社
会
で
の
存
在
感

を
発
揮
し
て
い
く
。
２
０
２
３
年
は
、
そ
の
出
発
点
と
な

る
年
で
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
中
心
と
し
た
国
際
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
挑
戦
を
続
け
る
東
京
の
姿
を
力

強
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
が
変
わ
れ
ば
、
未
来
も
変
わ
る
。
希
望
と
活
力
に

溢
れ
る
都
市
へ
の
進
化
を
共
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

令
和
五
年　

元
日

「
人
」が
思
い
の
ま
ま
に
活
躍
で
き
る
社
会
を
築
き
、

  
希
望
と
活
力
に
溢
れ
る
都
市
へ

令和五年　知事年頭所感

東京都知事　小池　百合子
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Topics 2023 January

平成25年の発行以降、設備管理責任者講習や各社の社員研修で使用
されていた『設備管理責任者のための業務マニュアル』の改訂２版が

令和４年12月に発行された。
　今回の改訂では、内容を全面的にリニューアルし、新たな項目として
「責任者の引継ぎのポイント」を追加した。現場責任者の心得から責任
者が特に留意しなければならない業務まで幅広く解説しており、設備管理
責任者の技術・知識向上に役立つ内容となっている。設備管理の現場責
任者の方は、是非ご一読いただきたい。

令和４年秋の叙勲で、全国ビルメンテナンス協会の推薦により、
正田浩三氏が瑞宝単光章を受章した。

　11月28日（月）に建築物衛生管理委員会の野口副会長副兼委員長
よりお祝い品が贈呈された。

　建築物における衛生的環境の確保とビルメンテナンス業務の技術の向上の
ため、平成 4 年から現在に至る通算 30 年間にわたって「ビルクリーニング
技能検定委員」を務めている。
　これにより、ビルクリーニング技能検定の公正かつ公平な試験実施に大き
く貢献した。

正
まさ

田
だ

　浩三 氏　
東京美装興業株式会社　所属

瑞宝章は、国家又は公共に対し功労のある者の中で、公務等に長年にわたり
従事し、成績を挙げた者に授与される。

瑞 宝 単 光 章（ 技 能 検 定 功 労 ）

購入申込は、講習会申込・書籍販売サイト「東京マナビル」から
https://www.tokyo-bm.or.jp/acresult_type.php?type_id=1000

会員価格：1,100円（税込）
一般価格：1,980円（税込）

『設備管理責任者のための業務マニュアル』を
全面リニューアル

 当協会講師が瑞宝単光章
（技能検定功労）を受章！
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CLIP BOARD

　11月30日、厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛

生課長から各省庁や都道府県契約担当課長宛てに、

また総務省自治行政局行政課長から各都道府県会計

管理者等宛に、「ビルメンテナンス業務に関する契

約（公共調達）の最低賃金引上げ、エネルギー価

格・物価高騰等に伴う契約金額の変更について（緊

急依頼）」という文書が発出されました。また、同

時に公益社団法人全国ビルメンテナンス協会から会

員に対して、官公庁物件の受託事業に関する価格交

渉を行うよう緊急依頼が送付されました。

　この文書は、官公庁入札案件において、年度途中

での最低賃金等の労務費の上昇や資材等の価格高騰

により、適切な業務の継続的な実施に支障が生じる

恐れがある場合、「品確法に基づくビルメンテナン

ス業務にかかる発注関係事務の運用に関するガイド

ライン」に基づき、受注者から契約金額変更請求が

あった場合に、年度途中であっても適切に対応する

よう求めるものです。

　東京都内の官公庁では現在、年度途中の最低賃金

の引上げや複数年契約での労務単価上昇に応じた

契約変更について、「公共工事設計労務単価」を適

用した一部の案件以外では基本的に認めておらず、

受託企業の負担増となっています。

　そのため、当協会はかねてから東京ビルメンテナ

ンス政治連盟、全国協会等と連携して契約金額の年

度途中での契約変更（引上げ）を要望して参りまし

たが、この度、厚生労働省や総務省から通知が発出

されました。

　つきましては、官公庁物件を受託されている会社

の皆様におかれましては、必要に応じ、契約先に対

し、厚生労働省発出の文書類を示すなど、年度途中

での契約金額の見直しを促す通知が発出されている

こと、また労務費上昇や物価高騰が、適切な事業遂

行の大きな障害となっていることを訴えるととも

に、年度途中での契約金額の変更を求めていただく

ようお願いいたします。

　なお、東京協会では昨年「業界の窮状を訴える

チラシ」を作成いたしました。当協会HP「協会情

報」内の業界発展活動ページにてPDFデータを公開

していますので、併せてご活用ください。

「業界の窮状を訴えるチラシ」
PDF データ　QR コード

官公庁入札の契約金額変更に関する
厚生労働省、総務省の通知について
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About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員512社╱賛助会員69社
 （令和4年12月31日現在）

旧東京医学校 本館
 Cover Story　　  　　　　　　　　　テーマ ： 東京都の重要文化財

東京大学の前身にあたる東京医学校時代の建物で
ある。1969年に小石川の現在地（理学部付属植物
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インボイス制度
（適格請求書等保存制度）
導入で実務は
どう変わるか

インボイス制度
（適格請求書等保存制度）
導入で実務は
どう変わるか
　令和５年10月１日より始まるインボイス制度（適格請求書等保存制度）について、適格請求
書発行事業者の登録申請の提出期限が令和５年３月31日に迫っている。
　今回の特集では令和4年11月11日に実施した「インボイス制度と改正電子帳簿保存法セミ
ナー」でもご講演いただいた、税理士の白井一馬氏に本制度について詳細を解説いただいた。
　まだ事業者登録を検討している企業も、既に事業者登録を完了している企業も、改めて本制
度について確認をしていただき、制度開始に備えていただきたい。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

インボイス制度とは

なぜインボイス制度が必要なのか

課税仕入れ等に係る消費税額の把握は意外と困難

インボイス（適格請求書等）には何を記載するのか

立替え精算の取扱い

インボイス発行事業者になるための申請・登録

免税事業者問題

国税庁適格請求書発行事業者公表サイト

どうなる免税事業者問題

経過措置について

簡易課税を選択している事業者

〈 執　筆 〉
白井税理士事務所　税理士　白井　一馬　氏
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特　集 インボイス制度（適格請求書等保存制度）導入で実務はどう変わるか

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

1
　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
っ
て
正
確
な
消
費
税
の
税

率
や
金
額
を
売
手
か
ら
買
手
に
伝
え
る
た
め
で
す
。
ま

た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
支
払
い
の

相
手
が
免
税
事
業
者
で
あ
る
場
合
、
支
払
金
額
に
は
消

費
税
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
今
後
は
消
費
税

を
申
告
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
今
ま

で
は
相
手
が
免
税
事
業
者
で
も
消
費
者
で
あ
っ
て
も
、

消
費
税
を
支
払
っ
た
も
の
と
す
る
計
算
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
、
売
手
か
ら
買
手
に
正
確
な
消
費

税
率
や
消
費
税
額
を
伝
え
る
た
め
の
請
求
書
や
納
品
書

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
消
費
税

申
告
計
算
の
仕
組
み
と
し
て
、
売
手
は
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
（
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
）
と
し
て
適
格

請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
等
を
発
行
し
、
そ
れ
を
受
け

取
っ
た
買
手
は
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
に
は
、
法
律
に
よ
っ
て
一
定
の

事
項
の
記
載
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
税

務
署
長
か
ら
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
と
し
て
の
登
録

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録
を
受
け
る
と
、
そ

の
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
登
録
番
号
等
が
適
格

請
求
書
発
行
事
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
一
方
、

免
税
事
業
者
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
相
手
方
は
免
税
事
業
者
へ
の
支
払
い
に
含
ま
れ
る

消
費
税
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。

　

令
和
５
年
10
月
１
日
以
降
、
売
手
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を

発
行
し
、
買
手
は
そ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
を
保
存
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
消
費
税
の
納
税
計
算
の
仕
組
み
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
が
法
律
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
適
格
請
求
書
等
保
存
制
度
と
言
い
ま
す
。

た
だ
し
後
ほ
ど
説
明
す
る
よ
う
に
、
10
月
１
日
以
降
も

経
過
措
置
に
よ
る
緩
和
的
な
措
置
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

必
要
な
の
か

2
　

な
ぜ
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
。
正
確
な
消
費
税
の
税
率
や
金
額
を
売
手
か
ら
買
手

に
伝
え
る
た
め
の
制
度
で
す
が
、
そ
れ
を
具
体
的
に
理

解
す
る
に
は
消
費
税
の
申
告
の
た
め
の
税
額
計
算
方
法

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
税
の
申
告
納
付
額
は
、
売
上
に
か
か
る
消
費
税

か
ら
支
払
い
に
か
か
っ
た
消
費
税
を
差
し
引
い
て
計
算

し
ま
す
。
売
上
が
５
千
万
円
あ
れ
ば
５
０
０
万
円
の
消

費
税
を
請
求
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
支
払
が

３
千
万
円
あ
り
３
０
０
万
円
の
消
費
税
を
払
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
差
引
２
０
０
万
円
を
申
告
・
納
付
す
る
わ

け
で
す
。
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実
際
に
は
、
消

費
税
が
非
課
税
と

さ
れ
る
取
引
や
そ

も
そ
も
消
費
税
の

対
象
に
な
ら
な
い

取
引
が
多
く
あ
り

ま
す
。
売
上
の
消

費
税
は
比
較
的
容

易
に
集
計
で
き
ま

す
。
消
費
税
を
計

算
す
る
際
に
重
要

な
の
は
支
払
っ
た

消
費
税
の
把
握
で

す
。
例
え
ば
居
住

用
ア
パ
ー
ト
の
家

賃
や
金
利
は
非
課

税
で
す
し
、
人
件

費
や
保
険
料
も
消

費
税
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
経
理
担
当
者
や
税
理
士
は
日
々
の
記
帳
の

際
に
、
こ
れ
ら
を
判
定
し
て
会
計
ソ
フ
ト
な
ど
に
入
力

す
る
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
計
算
の
実
務
で
は
支
払
っ
た
消
費
税
を
控
除

す
る
こ
と
を
「
仕
入
税
額
控
除
」
と
呼
び
ま
す
。
ま
た

支
払
っ
た
消
費
税
の
こ
と
を
「
課
税
仕
入
れ
等
に
係
る

消
費
税
額
」
と
呼
び
ま
す
。
普
通
は
、
商
品
や
材
料
の

購
入
を
仕
入
れ
と
呼
ぶ
の
で
す
が
、
消
費
税
の
世
界
で

は
買
っ
た
も
の
が
商
品
か
そ
れ
以
外
の
も
の
か
は
関
心

が
あ
り
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
消
費
税
が
か
か
っ
て
る

か
ど
う
か
で
す
。
そ
の
た
め
、
水
道
代
や
税
理
士
に
払

う
顧
問
料
も
「
仕
入
れ
」
で
あ
り
、「
仕
入
税
額
控
除
」

を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
点
が
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
点
に
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
の
で
覚
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

課
税
仕
入
れ
等
に
係
る
消
費
税
額
の 

把
握
は
意
外
と
困
難

3①
税
率
の
把
握

　

消
費
税
の
計
算
で
重
要
な
の
は
、
支
払
っ
た
取
引
に

消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
否
か
で
す
。
ま
ず
、
複

数
税
率
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
８
％
な
の
か
10
％
な

の
か
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
た
１
か
月
分
の
物
品
や

飲
食
料
品
の
請
求
書
に
つ
い
て
軽
減
税
率
と
10
％
税
率

の
も
の
が
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
経
理
担
当
者

が
自
分
で
区
分
す
る
こ
と
は
煩
瑣
で
す
。
軽
減
税
率
の

対
象
に
な
る
の
は
「
新
聞
」
と
「
飲
食
料
品
」
で
す
が
、

そ
も
そ
も
判
定
が
困
難
な
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

軽
税
率
が
導
入
さ
れ
た
と
き
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
購
入
し

た
惣
菜
な
ど
を
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
食
べ
る
と
外

食
扱
い
で
10
％
、
持
ち
帰
り
だ
と
飲
食
料
品
と
し
て
８

％
に
な
る
こ
と
か
ら
レ
ジ
で
の
申
告
が
必
要
だ
と
し
て

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。
食
塩
は
８
％
で
す

が
工
業
用
の
塩
だ
と
10
％
に
な
り
ま
す
。

　

売
手
と
し
て
考
え
た
場
合
、
軽
減
税
率
の
対
象
に
な

る
商
品
を
扱
っ
て
い
な
け
れ
ば
と
く
に
配
慮
は
い
り
ま

せ
ん
が
、
支
払
い
に
関
し
て
は
一
般
の
事
業
者
で
も
飲
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特　集 インボイス制度（適格請求書等保存制度）導入で実務はどう変わるか

食
料
品
等
を
購
入
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
は
じ
ま
る
と
、
売
手
か
ら
交
付
さ
れ
た
イ
ン

ボ
イ
ス
に
よ
っ
て
税
率
が
正
確
に
分
か
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

②
支
払
先
が
免
税
事
業
者
だ
と

　
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な
る

　

支
払
先
が
免
税
事
業
者
で
あ
る
場
合
、
支
払
先
は
消

費
税
を
申
告
し
な
い
わ
け
で
す
が
、
現
行
制
度
で
は
支

払
側
で
仕
入
税
額
控
除
が
税
法
上
も
可
能
で
す
。
相
手

先
が
課
税
事
業
者
か
免
税
事
業
者
か
を
把
握
す
る
こ
と

を
制
度
が
予
定
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
と
免
税
事
業
者
か
ら
は
イ
ン

ボ
イ
ス
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン

ボ
イ
ス
は
課
税
事
業
者
し
か
発
行
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
免
税
事
業
者

や
消
費
者
へ
の
支
払
い
に

関
し
て
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
下
で
は
仕
入
税
額

控
除
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

免
税
事
業
者
と
の
取
引

を
把
握
に
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
導
入
の
も
う
一
つ

の
目
的
で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求
書
等
）に
は

何
を
記
載
す
る
の
か

4①
イ
ン
ボ
イ
ス
の
具
体
例

　

実
際
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の
ル
ー
ル
を
確
認
し
て
み

ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
と
い
っ
て
も
新
た
な
種
類

の
書
類
を
作
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の

請
求
書
や
領
収
書
に
必
要
な
項
目
を
追
加
し
ま

す
。
売
手
が
買
手
に
対
し
て
、
正
確
な
適
用
税
率

や
消
費
税
額
等
を
伝
え
る
た
め
の
項
目
が
法
律
で

ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
登
録
番
号
」、「
適

用
税
率
」
及
び
「
消
費
税
額
等
」
の
記
載
が
追
加

さ
れ
た
書
類
や
デ
ー
タ
を
言
い
ま
す
。
様
式
の
定

め
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
手
書
き
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
請
求
書
に
限
ら
な
い
の
で
、
ど
の
書
類
を
イ
ン

ボ
イ
ス
に
す
る
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
（
納
品

書
、
領
収
書
、
レ
シ
ー
ト
等
）。



122023.1  Network Tokyo 転ばぬ　先の　安全確認

　

イ
ン
ボ
イ
ス
は
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交

付
す
る
に
は
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
返
品
や
値
引
き
、
奨
励
金
の
支
払
い
の
よ
う

に
売
上
代
金
の
返
金
が
行
わ
れ
る
際
に
も
、
イ
ン
ボ
イ

ス
が
必
要
で
す
。こ
れ
を
適
格
返
還
請
求
書
と
い
い
ま
す
。

②
イ
ン
ボ
イ
ス
が
な
く
て
も

　
認
め
ら
れ
る
場
合

　

取
引
の
慣
行
や
実
態
に
配
慮
し
、
帳
簿
の
み
の
保
存

で
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

適
格
請
求
書
な
ど
の
請
求
書
等
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
困
難
な
以
下
の
取
引
に
関
し
て
は
、
帳
簿
の
み
の
保

存
で
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

１　
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
運
賃

　
　
（
３
万
円
未
満
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

２　
自
動
販
売
機
で
購
入
し
た
場
合
（
３
万
円
未
満
の

も
の
に
限
り
ま
す
）

３　
郵
便
切
手
を
対
価
と
す
る
郵
便
サ
ー
ビ
ス

４　
古
物
営
業
、
質
屋
又
は
宅
地
建
物
取
引
業
を
営
む

事
業
者
が
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
で
な
い
者
か
ら
、

古
物
、
質
物
又
は
建
物
を
当
該
事
業
者
の
棚
卸
資
産

と
し
て
取
得
す
る
取
引

５　

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
で
な
い
者
か
ら
再
生

資
源
又
は
再
生
部
品
を
棚
卸
資
産
と
し
て
購
入
す

る
取
引

６　
従
業
員
等
に
支
給
す
る
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る

出
張
旅
費
、
宿
泊
費
、
日
当
及
び
通
勤
手
当
等
に
係

る
課
税
仕
入
れ
な
ど

立
替
え
精
算
の
取
扱
い

5
　

ビ
ル
管
理
事
業
者
・
各
テ
ナ
ン
ト
・
公
共
料
金
事
業

者
の
３
者
が
登
場
す
る
経
費
の
立
替
処
理
に
は
消
費
税

の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
下
記
の
よ
う
に
、

Ｂ
社
（
ビ
ル
管
理
事
業
者
）
が
各
テ
ナ
ン
ト
の
水
道
光

熱
費
等
を
Ｃ
社
（
公
共
料
金
事
業
者
）
に
立
替
払
い
し
、

後
日
、
各
テ
ナ
ン
ト
と
精
算
す
る
場
合
で
す
。

　

と
言
い
ま
す
の
も
、
公
共
料
金
事
業
者
は
ビ
ル
管
理

事
業
者
へ
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た
め
、
テ
ナ
ン
ト

側
で
は
、
公
共
料
金
事
業
者
か
ら
発
行
を
受
け
た
テ
ナ

ン
ト
宛
の
イ
ン
ボ
イ
ス
が
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ビ
ル
管
理
事
業
者
は
各
テ
ナ

ン
ト
に
対
し
、
ビ
ル
管
理
事
業
者
宛
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の

写
し
と
、
立
替
金
精
算
書
を
作
成
し
て
交
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
各
テ
ナ
ン
ト
は
こ
れ
ら
の
書
類
の
保
存

を
も
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が
あ
る
も
の
と
扱
わ

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
必
要
な
コ
ピ
ー
が
大
量
に
な
っ
て
し
ま
う

と
、
ビ
ル
管
理
業
者
が
コ
ピ
ー
を
交
付
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
の
で
、
公
共
事
業
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
イ
ン

ボ
イ
ス
を
ビ
ル
管
理
業
者
が
保
存
し
、
立
替
金
精
算
書

を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
ナ
ン
ト
側
は
ビ
ル
管
理

業
者
が
作
成
し
た
立
替
金
精
算
書
の
保
存
を
も
っ
て
、

仕
入
税
額
控
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

「
国
税
庁
イ
ン
ボ
イ
ス
Ｑ
＆
Ａ
問
84
」
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
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特　集 インボイス制度（適格請求書等保存制度）導入で実務はどう変わるか

　

日
本
で
は
よ
う
や
く
導
入
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
で
す
が
、
消
費
税
（
付
加
価
値
税
）
の
歴
史

が
あ
る
欧
州
諸
国
で
は
古
く
か
ら
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
売
上
に
係
る
消
費
税
か
ら
仕
入
れ
税
額
控

除
を
正
確
に
行
う
た
め
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
収
集

し
て
、
記
載
さ
れ
た
税
額
を
集
計
す
る
作
業
が
欠

か
せ
な
い
か
ら
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
日
本
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
な

く
て
も
こ
れ
ま
で
消
費
税
の
計
算
が
可
能
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
複
式
簿
記
に
よ
る
記
帳

が
個
人
や
零
細
事
業
者
に
ま
で
普
及
し
て
い
た
か

ら
で
す
。
記
帳
の
度
に
課
税
取
引
か
非
課
税
取
引

か
を
判
定
し
て
記
帳
す
る
こ
と
で
、
正
確
な
消
費

税
の
計
算
は
可
能
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
に
頼
る
こ

と
な
く
取
引
ご
と
に
正
し
く
記
帳
す
れ
ば
よ
か
っ

た
の
で
す
。
税
理
士
や
便
利
な
会
計
ソ
フ
ト
が
果

た
し
て
き
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
で
も
複
数
税
率
が
導
入
さ
れ
、

ま
た
免
税
事
業
者
の

問
題
を
解
消
す
る
た

め
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
こ
こ
に
き
て
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

【
コ
ラ
ム
１
】

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
諸
外
国
で
は

古
く
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
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イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
る

た
め
の
申
請
・
登
録

6
　

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
（
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
）
に
な
る
た
め
に
は
、
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署

長
に
対
し
て
登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
税
務
署
に
お
け
る
審
査
を
経
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発

行
事
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
た
場
合
、
「
登
録
通
知

書
」
（
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
（
登
録
番
号
）
や
公
表
情
報

等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
を
申
請
で
き
る
の
は
課
税
事
業
者
だ
け
な
の
で
、

免
税
事
業
者
は
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
登
録

を
受
け
な
け
れ
ば
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
を
受
け
る
か
ど
う
か
は
事
業
者
の
任
意
で
す
。
消

費
税
の
課
税
事
業
者
で
あ
れ
ば
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
し

な
い
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

通
知
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
の
構
成
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

 

・
法
人
番
号
を
有
す
る
課
税
事
業
者
は
、
Ｔ
＋
法
人

　

番
号

 

・
上
記
以
外
の
課
税
事
業
者
（
個
人
事
業
者
及
び
人

　

格
の
な
い
社
団
等
）
は
、
Ｔ
＋
13
桁
の
数
字

　

e
-T
a
x
で
登
録
申
請
で
き
ま
す
の
で
、
顧
問
税

理
士
に
依
頼
す
れ
ば
申
請
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
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特　集 インボイス制度（適格請求書等保存制度）導入で実務はどう変わるか

申
請
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
は
じ
ま
る
令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
取
引

先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
を
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
増
え

て
い
ま
す
の
で
、
す
で
に
申
請
し
て
い
る
事
業
者
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
る
と

以
下
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。

●
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付

　
　
取
引
の
相
手
方
（
課
税
事
業
者
）
の
求
め
に
応
じ

て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
義
務

●
返
還
用
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付

　
　

返
品
や
値
引
き
な
ど
、
売
上
げ
に
係
る
対
価
の

返
還
等
を
行
う
場
合
に
、
返
還
用
の
イ
ン
ボ
イ
ス
を

交
付
す
る
義
務

●
修
正
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付

　
　
交
付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
や
返
還
用
の
イ
ン
ボ
イ
ス

に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
、
修
正
し
た
も
の
を
交
付

す
る
義
務

●
写
し
の
保
存

　
　
交
付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の

写
し
を
保
存
す
る
義
務

免
税
事
業
者
問
題

7
　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
免
税
事
業

者
問
題
が
生
じ
ま
す
。
消
費
税
で

は
免
税
点
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
前
々
期
の
事
業
年
度
（
基

準
期
間
）
に
お
け
る
売
上
高
が

１
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者
は
、

そ
の
事
業
年
度
に
お
け
る
課
税
資

産
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
納
税
義
務

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
申

告
・
納
税
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。
現
行
制
度
で
は
支
払
い
の

相
手
方
が
免
税
事
業
者
や
消
費
者

で
あ
っ
て
も
、
一
定
事
項
を
記
載

し
た
帳
簿
と
請
求
書
の
保
存
が
あ

れ
ば
、
支
払
っ
た
商
品
や
経
費
に
つ
い
て
仕
入
税
額
控

除
が
可
能
で
し
た
。

　

制
度
が
始
ま
る
と
、
相
手
方
か
ら
交
付
を
受
け
た
イ

ン
ボ
イ
ス
が
な
け
れ
ば
仕
入
税
額
控
除
は
認
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
本
来
相
手
方
が
負
担
す
べ
き
消
費

税
相
当
額
を
支
払
い
側
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

取
引
の
相
手
方
（
支
払
先
）
に
免
税
事
業
者
は
い
る

か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
て
く
れ
な
い
相
手
先
の
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
と
対
応
方
針
、
取
引
金
額
見
直
し
と
取
引

先
の
変
更
、
事
務
所
や
駐
車
場
な
ど
を
借
り
て
い
る
場

合
（
不
動
産
の
持
ち
主
が
同
族
関
係
者
の
場
合
）
の
方

針
な
ど
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

国
税
庁
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

公
表
サ
イ
ト

8
　

国
税
庁
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
公
表
サ
イ
ト
で

は
、「
登
録
番
号
（
イ
ン
ボ
イ
ス
番
号
）」
を
入
力
し
て
、

そ
の
登
録
番
号
に
係
る
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に
関

す
る
公
表
事
項
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

建
て
前
上
は
、
す
べ
て
の
取
引
に
つ
い
て
相
手
方
か

ら
交
付
を
受
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
に
記
載
さ
れ
た
登
録
番

号
を
こ
の
サ
イ
ト
で
確
認
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
不
正
な

も
の
で
な
い
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
の
で
す
が
、
は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
確
認
が
実
務

的
に
本
当
に
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
個
人
的
に
は
疑

問
が
残
る
と
こ
ろ
で
す
。

　【
設
問
】
商
品
を
購
入
し
た

際
に
受
け
取
っ
た
請
求
書
に

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
番
号
の
記

載
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の

旨
を
確
認
し
た
ら
「
登
録
番

号
の
申
請
は
し
て
い
な
い（
＝

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き
な

い
）」
と
言
わ
れ
た
。

【当社が買手になる場合の実務問題】
• 取引の相手先（支払先）に免税事業者はいるか
• インボイスを発行してくれない相手先のピックアップと対応方針
• 取引金額見直し、取引先の変更
• 事務所や駐車場などを借りている場合（不動産の持ち主が同族関係者の場合）
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古
代
ロ
ー
マ
以
来
、
明
確
な
国
家
と
い
う
も
の

が
な
く
、
近
世
に
到
る
ま
で
都
市
国
家
と
そ
れ
を

結
ぶ
街
道
で
成
り
立
っ
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
都
市
間
で
商
人
は
自
由
に
移
動
で
き
た
の

で
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
を
翌
年
に
申
告
す
る
こ

と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
城
門
を
通
り
抜
け
て
都
市
に
出
入
り
す

る
物
資
に
課
税
し
た
の
で
す
。
農
民
が
農
作
物
や
食
肉
な
ど
の
農
産
物
を
城

内
に
持
ち
込
む
と
き
、
あ
る
い
は
、
他
の
都
市
か
ら
の
建
築
資
材
、
工
業
製

品
等
の
交
易
品
を
城
内
に
持
ち
込
む
と
き
に
城
門
税
を
課
し
た
の
で
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
付
加
価
値
税
の
原
形
は
こ
の
城
門
税
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
五
公
五
民
か
ら
始
ま
り
、
土
着
し
た
生
活
を
元
に
進
化
し

て
き
た
日
本
の
税
法
は
、
所
得
税
や
法
人
税
を
中
心
に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

政
府
が
地
券
（
沽
券
）
を
発
行
し
た
よ
う
に
、
自
分
の
土
地
か
ら
移
動
し
な

い
日
本
人
は
、
数
百
年
の
所
得
税
（
年
貢
）
の
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
発
展
し
た
の
が
所
得
税
で
あ
り
法
人
税
で
す
。

　

付
加
価
値
税
の
歴
史
を
持
た
な
い
日
本
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
付
加
価
値
税

を
優
れ
た
税
法
と
し
て
模
倣
し
、
財
政
確
保
の
為
に
導
入
し
た
の
が
消
費
税

で
す
。
し
か
し
導
入
に
至
る
迄
に
は
多
様
な
政
治
的
な
駆
け
引
き
が
あ
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
消
費
税
は
事
業
者
が
負
担
す

る
税
金
で
は
な
く
消
費
者
か
ら
預
か
る
税
金
に
す
ぎ
な
い
。
政
府
は
そ
う
説

明
し
、
付
加
価
値
税
で
は
な
く
消
費
税
と
命
名
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
事
務

負
担
へ
の
配
慮
か
ら
、
小
規
模
事
業
者
に
は
免
税
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
時
か
ら
免
税
事
業
者
の
益
税
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
問
題
を

解
消
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
大
き
な
理
由
で
す
。

し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
益
税
だ
け
の
問
題
と
も
言
え
ず
、
現
場
の
困
惑
の

声
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

【
コ
ラ
ム
2
】
消
費
税
の
歴
史
が
な
い
日
本
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ど
う
な
る
免
税
事
業
者
問
題

9①
盛
り
上
が
る
イ
ン
ボ
イ
ス
反
対
の
声

　

免
税
事
業
者
は
イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
の
登
録
を
し
て

消
費
税
を
納
税
す
る
か
（
支
払
っ
た
相
手
方
は
仕
入
れ

税
額
控
除
で
き
る
）、
免
税
事
業
者
の
ま
ま
で
い
る
か

（
相
手
方
は
仕
入
れ
税
額
控
除
で
き
な
い
）
を
選
択
す

る
必
要
が
で
て
き
ま
し
た
。

　

免
税
事
業
者
が
多
い
業
界
は
混
乱
し
て
い
ま
す
（
弁

護
士
ド
ッ
ト
コ
ム
「
え
っ
、
領
収
書
を
出
せ
な
い
『
個

人
タ
ク
シ
ー
』
が
出
て
く
る
？
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始

の
影
響
」）。
た
と
え
ば
事
業
者
が
社
用
で
タ
ク
シ
ー
に

乗
っ
た
時
に
イ
ン
ボ
イ
ス
領
収
書
が
も
ら
え
な
い
と
な

る
と
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
会
社
は
仕
入
れ
税
額
控

除
が
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。
個
人
タ
ク
シ
ー
業
者
の

間
で
は
課
税
事
業
者
に
転
換
し
な
い
わ
け
に
い
か
な
い

と
い
う
危
機
感
が
あ
る
よ
う
で
す
。
国
は
免
税
事
業
者

が
課
税
事
業
者
に
な
る
こ
と
で
約
２
４
８
０
億
円
の
増

収
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
多
い
業
界
も
同
様
で
す
（「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
、
日
比
谷
の
反
対
集
会
に
１
２
０
０
人　

声
優
や
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
ら
切
実
」
２
０
２
２
年
10
月
27

日
東
京
新
聞
）。
多
数
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
報
酬
等
を

支
払
う
事
業
者
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
た
ち
が
イ
ン

ボ
イ
ス
事
業
者
と
し
て
課
税
事
業
者
に
転
換
し
て
く
れ

な
い
と
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
っ
た
ら

報
酬
な
ど
を
値
下
げ
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
多
い
業
界
で
は
、
消
費
税
込
み

で
報
酬
相
場
が
決
め
ら
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
値
下

げ
は
死
活
問
題
に
な
り
ま
す
。
記
事
で
は
「
消
費
税
の

新
ル
ー
ル
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
に
反
対
す
る
声
優
や

ア
ニ
メ
ー
タ
ー
ら
が
２
０
２
２
年
10
月
26
日
夜
、
東

京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
集
会
を
開
い
た
。
影
響
を

大
き
く
受
け
る
個
人
事
業
主
を
中
心
に
約
１
２
０
０
人

が
参
加
し
「
ス
ト
ッ
プ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
」
と
導
入
中
止

を
訴
え
た
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
個
人
の
配
送
業
者
な
ど
業
務
委
託
形
態

を
と
る
事
業
者
に
支
払
う
業
界
で
は
し
ば
ら
く
混
乱
が

続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
き
て
激
変
緩
和
措
置
が
導
入
さ
れ
る
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
12
月
16
日
に
公
表
さ
れ
た

令
和
５
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス

の
厳
格
な
施
行
を
緩
和
す
る
２
つ
の
改
正
案
が
登
場
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
売
手
側
の
緩
和
措
置
と
し
て
、
消
費
税
を

新
た
に
納
め
る
こ
と
を
選
択
し
た
中
小
事
業
者
に
対

し
、
納
税
額
を
預
か
っ
た
消
費
税
の
20
％
に
抑
え
る
措

置
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。
仮
に
税
抜
き
売
上
が

８
０
０
万
円
の
事
業
者
で
し
た
ら
、
預
か
っ
た
消
費
税

80
万
円
の
う
ち
の
20
％
、
つ
ま
り
16
万
円
の
納
税
で
す

む
わ
け
で
す
。
た
だ
し
３
年
間
の
時
限
措
置
で
す
の
で
、

３
年
後
に
は
本
来
の
計
算
方
法
に
戻
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

次
に
、
買
手
側
の
緩
和
措
置
で
す
。
こ
ち
ら
は
売
上

が
１
億
円
以
下
の
事
業
者
が
対
象
で
す
。
支
払
時
に
か

か
る
消
費
税
額
の
控
除
に
つ
い
て
、
１
万
円
未
満
の
少

額
の
取
引
で
あ
れ
ば
イ
ン
ボ
イ
ス
が
な
く
て
も
仕
入
控

除
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
つ

ま
り
個
人
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
料
金
が
１
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
も
ら
え
な
く
て
も
仕
入
れ
税

額
控
除
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
等

に
と
っ
て
は
朗
報
で
す
が
、
こ
ち
ら
も
６
年
間
に
限
っ

た
措
置
で
す
。

②
免
税
事
業
者
も
消
費
税
の
請
求
は
可
能

　

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
て
く
れ
な
い
支
払
先
と
は
取

引
を
打
ち
切
る
の
か
、
値
引
き
交
渉
す
る
の
か
。
そ
の

よ
う
な
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
は
免
税
事

業
者
と
の
取
引
を
継
続
す
る
場
合
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

導
入
後
、
い
ま
ま
で
の
消
費
税
の
請
求
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

消
費
税
分
の
値
下
げ
を
要
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

免
税
事
業
者
の
仕
入
や
諸
経
費
に
係
る
消
費
税
の
負
担

を
考
慮
し
、
双
方
納
得
の
上
で
取
引
価
格
を
設
定
す
れ

ば
、
結
果
的
に
取
引
価
格
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
も
独
占

禁
止
法
上
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
（「
免
税
事
業
者
及
び
そ
の
取
引
先
の
イ
ン
ボ
イ
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ス
制
度
へ
の
対
応
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ　

公
正
取
引
委
員

会
」）。

　

ま
た
、
取
引
先
の
免
税
事
業
者
に
対
し
、
イ
ン
ボ
イ

ス
の
発
行
事
業
者
に
な
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
要
請
を
行
う
こ
と
自
体
は
、
独
占

禁
止
法
上
問
題
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
同
Ｑ

＆
Ａ
）。
し
か
し
、
課
税
事
業
者
に
な
る
よ
う
要
請
す

る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
課
税
事
業
者
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
取
引
価
格
を
引
き
下
げ
る
と
か
、
そ
れ
に
も
応
じ

な
け
れ
ば
取
引
を
打
ち
切
る
こ
と
に
す
る
な
ど
と
一
方

的
に
通
告
す
る
こ
と
は
、
独
占
禁
止
法
上
又
は
下
請
法

上
、
問
題
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
、
取
引
を
や
め
る
か
ど
う
か
は
経
営
判
断
で
あ

っ
て
、
消
費
税
法
の
問
題
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
長
年

取
引
を
継
続
し
、
言
わ
な
く
て
も
分
か
る
信
頼
関
係
、

当
社
に
必
要
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
経
営
上
の
必
要

が
あ
っ
て
取
引
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

た
と
え
ば
年
間
50
万
円
の
支
払
先
に
つ
い
て
、
イ
ン

ボ
イ
ス
を
交
付
し
て
く
れ
な
い
場
合
は
、
消
費
税
５
万

円
が
当
社
の
実
質
的
に
負
担
す
る
経
費
に
な
る
わ
け
で

す
が
、
法
人
税
の
節
税
効
果
を
考
え
る
と
実
負
担
は

３
万
円
で
す
。
多
数
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
支
払
う
業
種

の
事
業
者
で
な
い
限
り
は
大
き
な
影
響
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。筆
者
の
顧
問
先
の
社
長
の
中
に
は「
そ

の
程
度
な
ら
値
下
げ
要
請
な
ど
は
せ
ず
今
ま
で
通
り
の

付
き
合
い
を
継
続
す
る
」
と
判
断
し
た
方
も
多
く
い
ま

す
。

　

免
税
事
業
者
が
消
費
税
を
請
求
す
る
こ
と
は
違
法
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
消
費
税
法
に
は
、
消
費
税

を
預
か
る
と
い
う
法
律
条
文
は
ど
こ
を
探
し
て
も
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。
消
費
税
分
を
上
乗
せ
す
る
か
ど
う
か
は
、

当
事
者
の
販
売
価
格
の
値
決
め
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
の

で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
施
行
後
も
そ
れ
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
免
税
事
業
者
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
す
る
以

上
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
消
費
税
を
請
求
す
る
の
は
難

し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
商
売
を
す
る
限
り
は
消
費
税
の

申
告
が
必
要
、
そ
の
よ
う
な
社
会
に
な
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。経

過
措
置
に
つ
い
て

10
　

イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
が
な
い
場
合
で
も
し
ば
ら
く
は

経
過
措
置
に
よ
っ
て
仕
入
税
額
の
80
％
か
ら
50
％
の
控

　
免
税
事
業
者
が
消
費
税
を
請
求
す
る
こ
と
に

法
的
問
題
は
な
い
（
下
記
は
い
ず
れ
も
適
法
）

イ
　
小
計
10
万
円
　
　
消
費
税
相
当
額
1
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
求
額
合
計
11
万
円

ロ
　
小
計
10
万
円
　
　
消
費
税
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
求
額
合
計
10
万
円

ハ
　
請
求
額
合
計
11
万
円

　
　（
消
費
税
相
当
額
1
万
円
を
含
む
）
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特　集 インボイス制度（適格請求書等保存制度）導入で実務はどう変わるか

　

し
た
が
っ
て
、
売
上
先
が
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し

て
い
る
と
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
必
要
は
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
免
税
事
業
者
の
売
上
先
が

以
下
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
取
引
へ
の

影
響
は
生
じ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
売
上
先
も
イ
ン
ボ
イ

ス
を
必
要
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

①
得
意
先
が
消
費
者
又
は
免
税
事
業
者
で

　
あ
る
場
合

　

消
費
者
や
免
税
事
業
者
は
仕
入
税
額
控
除
を
行
わ
な

い
た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

②
得
意
先
の
事
業
者
が
簡
易
課
税
制
度
を

　
適
用
し
て
い
る
場
合

　

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い
る
事
業
者
は
、
イ
ン

ボ
イ
ス
を
保
存
し
な
く
て
も
仕
入
税
額
控
除
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
取
引
相
手
が
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
制
度
は
な
い
た
め
、
直

接
聞
か
な
い
限
り
分
か
り
ま
せ
ん
。
実
務
的
に
検
討
を

要
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
同
族
会
社
が
使
う
不
動
産
が

オ
ー
ナ
ー
名
義
で
あ
る
場
合
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
社
長
は

同
族
会
社
か
ら
家
賃
収
入
を
受
け
取
る
わ
け
で
す
が
、

同
族
会
社
が
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
オ
ー
ナ
ー
社
長
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
オ
ー
ナ
ー
は
課
税
事
業
者
に

転
換
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

除
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
過
措
置
を
適
用
す
る
た
め
に
は
免
税
事
業
者
か
ら

受
け
取
る
請
求
書
等
に
「
80
％
控
除
対
象
」
な
ど
、
経

過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
課
税
仕
入
れ
で
あ
る
旨
を
記

載
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
「
80
％
控
除

対
象
」、
「
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
」
な
ど
と
記

載
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
た
と
え
ば
経

過
措
置
の
適
用
対
象
と
な
る
取
引
に
、「
※
」
や
「
☆
」

と
い
っ
た
記
号
・
番
号
等
を
表
示
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら

の
記
号
・
番
号
等
が
「
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
課

税
仕
入
れ
で
あ
る
旨
」
を
別
途
「
※(
☆)
は
80
％
控

除
対
象
」
な
ど
と
表
示
す
る
方
法
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

簡
易
課
税
を
選
択
し
て
い
る

事
業
者

11
　

簡
易
課
税
を
選
択
し
て
い
る
事
業
者
は
支
払
先
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

簡
易
課
税
制
度
と
は
、
売
上
だ
け
を
使
っ
て
納
付
す
る

消
費
税
を
計
算
す
る
方
法
で
す
。
支
払
っ
た
経
費
等
を

無
視
し
て
計
算
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
な
く
て

も
消
費
税
の
計
算
に
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

下
記
の
表
の
と
お
り
、
た
と
え
ば
卸
売
業
を
営
む
事

業
者
が
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
と
、
売
上
の
90
％

の
課
税
仕
入
れ
が
あ
る
も
の
と
み
な
し
て
消
費
税
を
計

算
し
ま
す
の
で
、
売
上
に
係
る
消
費
税
の
10
％
を
納
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（簡易課税業者の消費税計算）
  売上に係る消費税　－　売上に係る消費税　×　みなし仕入れ率　＝　納税する消費税
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労
務
管
理
委
員
会
は
、
協
会
会
員
16
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
方
と
個
人
委
嘱
の

方
、
計
20
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
安
全
衛
生
特
別
教
育
を
中
心

に
、
主
に
企
業
の
労
務
管
理
担
当
者
や
労
働
安
全
担
当
者
を
対
象
と
し
た
講
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
大
会
や
専
門
家
な
ど
を
招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

ほ
か
、
テ
キ
ス
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
発
刊
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
令
和
４
年
度　
事
業
計
画

【　

 

教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

　
1　
労
働
安
全
研
修
・
講
習
会
の
実
施

　
　
　

 

（
１
）
危
険
予
知
訓
練
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
講
習

　
　
　

 

（
２
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習

2

※
協
会
定
款
第
４
条（
事
業
）に
規
定
す
る
各
号

　
　
　

 

（
３
）
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

　
　
　

 

（
４
）
第
一
種
衛
生
管
理
者
試
験
対
策
講
習

【　

 

育
成
の
事
業
】

　
1　
労
働
安
全
衛
生
の
推
進
事
業
の
実
施

　
　
　

 

（
１
）
労
働
安
全
衛
生
大
会
の
開
催

　
　
　

 

（
２
）
労
働
災
害
・
無
災
害
企
業
の
募
集
及
び
表
彰

　
　
　

 

（
３
）
労
働
安
全
衛
生
標
語
の
募
集
及
び
表
彰

　
　
　

 

（
４
）
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
報
告
の
募
集
及
び
表
彰

　
　
　

 

（
５
）
労
働
安
全
講
師
の
派
遣

3

労
務
管
理
委
員
会

委員会紹介

Vol.4

島
田
四
郎
委
員
長
（
株
式
会
社
セ
イ
ビ
）



21 2023.1  Network Tokyoちょっと待て！　毎日やってる　その業務　基本手順と違いませんか？　慣れているほど　確認を

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習

危
険
予
知
訓
練
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
１
日
講
習

　
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
は
、
業
務
遂
行
に
伴
う
リ
ス
ク
（
危

険
の
芽
）
を
見
つ
け
出
し
、
担
当
す
る
従
業
員
に
与
え
る
影
響
を
見

積
も
る
こ
と
で
、
影
響
の
高
い
リ
ス
ク
に
対
し
て
計
画
的
に
低
減
措

置
を
実
施
し
て
い
く
手
法
で
す
。

　
当
講
習
は
グ
ル
ー
プ
で
の
演
習
を
交
え
な
が
ら
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
手
法
や
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
化
学
物
質
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
も
取
り
扱
い
ま
す
。

　
職
場
や
作
業
の
中
に
ひ
そ
む
、
労
働
災
害
や
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
要
因
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
共
有
す
る
こ
と
で
、
危
険
に
対
す
る

感
受
性
や
問
題
解
決
能
力
を
養
う
講
習
で
す
。

　
作
業
の
様
子
が
描
か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、
一
人
も

し
く
は
グ
ル
ー
プ
で
危
険
の
ポ
イ
ン
ト
を
発
見
し
、
解
決
の
た
め
の

行
動
を
考
え
ま
す
。

　
受
講
対
象
は
安
全
に
関
す
る
現
場
担
当
者
、
リ
ー
ダ
ー
層
の
方
で
す
。

受
講
料
：（
会
員
）3
3
0
0
円 

（
一
般
）6
6
0
0
円

開
催
回
数
：
年
2
回
（
令
和
５
年
度
は
3
回
を
予
定
）

講
習
時
間
：
4
時
間

受
講
料
：（
会
員
）5
5
0
0
円 

（
一
般
）1
万
1
0
0
0
円

開
催
回
数
：
年
3
回

講
習
時
間
：
6
時
間

主
要
な
講
習
会

※
受
講
料
は
全
て
税
込
価
格

2

1



222023.1  Network Tokyo まだ若い！　そんな過信が　事故招く　自分の現在 ( いま ) を受け入れて　無理ない行動　ゼロ災害

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
安
全
衛
生
の
向
上
・
啓
発
を
目
的
に
、

業
界
の
内
外
へ
向
け
て
「
労
働
災
害
の
撲
滅
」
に
取
り
組
む
宣
言
の
場

と
し
て
、
東
京
労
働
局
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
か
ら
ご
後
援
い
た

だ
き
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
労
働
安
全
衛
生
標
語
な
ど
の
優
秀
作
品
や
無
災
害
企
業

へ
の
表
彰
の
ほ
か
、
弁
護
士
の
宮
島
朝
子
氏
を
招
き
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
に
お
け
る
安
全
配
慮
義
務
と

企
業
の
リ
ス
ク
対
策
」
と
題
し
た
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
大
会

安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

　
労
働
安
全
衛
生
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
安
全
管
理
者
の
選
任

要
件
に
対
応
し
た
講
習
で
す
。
定
め
ら
れ
た
内
容
の
ほ
か
、
協
会
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
関
係
法
令
や
安
全
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
を

網
羅
し
ま
す
。

　
研
修
終
了
時
に
修
了
証
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

受
講
料
：（
会
員
）5
5
0
0
円 

（
一
般
）1
万
1
0
0
0
円

開
催
回
数
：
年
1
回

講
習
時
間
：
9
・
5
時
間

　
　
　
　

 

（
１
日
目
６.
５
時
間
＋
２
日
目
３
時
間
）

そ
の
他
事
業 

1

3



23 2023.1  Network Tokyo危険な箇所　目をそらすな　すぐ補修

　
ガ
ラ
ス
清
掃
や
高
所
作
業
に
お
け
る

災
害
事
例
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
情

報
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業
中

の
墜
落
・
転
落
に
よ
る
死
亡
事
故
の
発

生
を
受
け
、
近
年
で
は
６
月
を
「
ロ
ー

プ
高
所
作
業
安
全
強
化
月
間
」
と
位
置

づ
け
て
、
合
同
で
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

業
界
の
共
通
課
題
や
労
務
管
理
業
務
に
関
連
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

を
作
成
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険
適
用
拡
大

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
従
業
員
の
疑
問
に
専
門
家
が
答
え
る
Q
&
A

形
式
の
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。
今
年
度
も
最
新
の
法
改
正
に
つ
い
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
の
予
定
で
す
。

（
一
社
）
東
京
ガ
ラ
ス
外
装
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会

と
の
協
働

労
務
参
考
図
書
の
作
成

委員会紹介 Vol.4

そ
の
他
事
業 

2

そ
の
他
事
業 

3



242023.1  Network Tokyo 危ないぞ！気をつけろ！　相互注意で　明るい職場

契
約
変
更
、
障
害
者
雇
用
促
進
と
し
て
の
モ
デ
ル
入
札

の
案
件
仕
様
の
改
善
、
入
札
参
加
資
格
申
請
定
期
受
付

時
の
配
点
比
重
の
拡
大
の
3
点
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　

小
池
都
知
事
か
ら
は
「
東
京
都
は
２
０
３
０
年
カ
ー

ボ
ン
ハ
ー
フ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
都
の
政
策

実
現
に
あ
た
り
公
共
調
達
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
品
質
確
保
も
必
要
の
た
め
、
そ
の
よ
う
な
事
業

者
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
関
係
局
か
ら
も
「
適
正
な
予
算
計
上
や
新
労
務

単
価
へ
の
契
約
変
更
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
す
る
」「
障

害
者
雇
用
の
取
組
み
は
関
係
局
と
連
携
し
て
進
め
、
配

点
比
重
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
登
録
事
業
者
の
法
定
雇

用
率
達
成
状
況
や
格
付
け
の
あ
り
方
を
勘
案
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
梶
山
副
会
長
よ
り
「
エ

コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
認
定
は
、
２
０
３
０
年
カ
ー

ボ
ン
ハ
ー
フ
に
即
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
業
界
独
自

の
制
度
で
あ
る
。
ま
た
、
有
効
性
も
高
い
た
め
、
ご
検

討
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

横
田
委
員
か
ら
は
「
環
境
省
が
建
築
物
維
持
管
理
に
か

か
る
基
本
方
針
の
改
定
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

制
度
等
の
活
用
を
謳
っ
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
は
努

力
義
務
と
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
東
京
都
も
活
用
い
た

　

東
京
都
は
令
和
5
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
各

業
界
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
聴
取
す
る
た
め
、
都
知
事

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
、
当
協
会
は
11
月
24
日

に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
を
代
表
し
て
要
望
を
行
っ

た
。

　

当
日
は
協
会
を
代
表
し
て
、
佐
々
木
会
長
、
梶
山
副

会
長
兼
経
営
研
究
委
員
長
、
高
橋
専
務
理
事
、
経
営
研

究
委
員
会
官
公
庁
契
約
小
委
員
会
の
横
田
委
員
が
同
席

し
、
要
望
書
の
手
交
、
要
望
説
明
、
回
答
の
後
に
小
池

都
知
事
ら
と
直
接
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

要
望
内
容
は
広

報
誌
５
９
７
号

（
２
０
２
２
年
11

月
）
に
掲
載
の
通

り
だ
が
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
時
は
、
特
に

総
合
評
価
制
度
で

の
加
点
要
素
へ
の

エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
認
定
事
業
者
の

追
加
の
ほ
か
、
年

度
途
中
や
複
数
年

契
約
で
の
労
務
単

価
の
変
動
に
よ
る

だ
き
た
い
」
と
要
望
が
あ
り
、「
脱
炭
素
化
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
事
業
者
を
後
押
し
す
る
政
策
を
検
討
し
て

い
る
の
で
、
引
き
続
き
協
力
で
き
れ
ば
と
感
じ
て
い
る
」

と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

今
後
も
業
界
の
健
全
な
発
展
と
担
い
手
の
育
成
確
保

の
た
め
、
要
望
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

小池都知事に要望書を渡す佐々木会長（都庁）

東
京
都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
参
加



25 2023.1  Network Tokyo備えとは？　当たり前の積み重ね

　令和4年11月9日に第206回のゴルフ大会が茨城ゴルフ倶楽部にて開催した。

　コロナ禍により中止していた本大会は、3年ぶりの開催となり、24名が参加した。

　当日は天候にも恵まれ、気持ちの良い秋晴れの中で、野口副会長による開会のあいさつの後、参加

者たちは爽やかな汗を流しながらプレーに臨んだ。

　プレー後は表彰式が行われ、入賞者には田中厚生委員長より記念品が贈呈された。

　第6回ボウリング大会を王子サンス

クエアボウルにて、令和4年11月18

日に開催した。参加者は8社28名で

あった。

　なお、今回はコロナ禍が収束して

いないことから、例年実施していた

大会後の懇親会は中止した。

　当日はルール説明の後にゲームが

開始され、参加者は楽しそうにプレ

イし、懇親を深めていた。

　 ゲ ー ム 終 了 後 に は 表 彰 式 が 行 わ

れ 、 総 合 優 勝 し た 管 清 工 業 株 式 会

社、男女の各個人優勝者のお二人に

田中厚生委員長より記念品と優勝ト

ロフィーが贈呈された。

第6回  ボウリング大会

第206回  ゴルフ大会

厚生事業実施報告



262023.1  Network Tokyo 小さなヒヤリは　危険のシグナル　皆で共有　安全職場

　

昨
年
の
7
月
14
日
と
15
日
に
浜
松
町
で
開
催

し
た
『
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
』
は
、依
然
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
電
動
化
、コ
ー

ド
レ
ス
化
を
強
く
意
識
し
た
も
の
が
目
立
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
水
を
活
用
し
た

洗
浄
に
つ
い
て
の
信
頼
性
は
絶
大
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
私
が
知
っ
て
い
る
神
社
仏

閣
の
手ち
ょ
う
ず
や

水
舎
に
つ
い
て
を
投
稿
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

神
社
等
に
詣
で
る
時
、
柄ひ

杓し
ゃ
くで

水
を
汲
み
口

を
そ
そ
ぐ
場
所
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所

を
「
手
水
舎
」
と
い
い
、
清
め
る
為
に
使
う
水

を
「
手
ち
ょ
う

水ず

」
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
手
水
で
口
を

ゆ
す
い
だ
り
、
手
を
洗
っ
た
り
す
る
の
は
、
神

の
前
に
立
つ
た
め
の
禊
み
そ
ぎ

の
簡
略
化
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
禊
は
、
水
そ
そ
ぎ
の
略
や
身
を

そ
そ
ぐ
の
略
と
も
言
わ
れ
て
、
水
に
入
っ
て
体
を

清
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
気
候
の
恩
恵
に
よ
り
発
達
し
た
稲
作

文
化
と
稲
作
の
要
と
な
っ
た
水
を
中
心
と
す
る

天
候
が
媒
介
す
る
病
害
で
あ
る
な
ら
ば
、
極
め

て
邪
悪
な
も
の
を
追
い
払
う
手
段
と
し
て
の
水

は
重
要
で
す
。
古
代
の
人
々
は
こ
れ
ら
を
非
常

に
神
秘
的
な
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　

流
れ
る
水
が
も
た
ら
す
不
思
議
な
役
割
が
、

文
化
に
な
っ
て
子
々
孫
々
私
達
日
本
人
の
精
神

に
根
づ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
遠
く
イ
ン
ド
地
方
か
ら
伝
来
し
た
と

さ
れ
る
仏
教
の
経
典
で
も
「
こ
り
（
垢
離
）」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
川
辺
に
降
り

て
水
浴
び
を
し
て
穢
れ
を
全
て
川
の
水
に
流
す
、

共
同
体
の
確
立
と
も
関
係
が
あ
り
ま
す
（『
水
と

日
本
人
』
樋
口
清
之
著
、
株
式
会
社
ガ
イ
ア
よ

り
）。
更
に
は
、
ネ
ッ
ト
検
索
に
よ
る
と
、
古
墳

時
代
に
感
染
症
流
行
を
悲
し
ん
だ
崇
神
天
皇
が
、

神
社
に
手
水
舎
を
設
け
て
使
用
を
推
奨
し
た
と

古
事
記
や
日
本
書
紀
に
記
述
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

都
内
の
大
学
農
学
部
で
勉
強
し
て
い
た
頃
、

水
田
は 

①
川
か
ら
流
れ
る
養
分
を
と
り
い
れ
る

事
が
で
き
る 

②
水
の
温
度
調
節
機
能
を
う
ま
く

利
用
で
き
る
（
例
え
ば
気
化
熱
で
水
1
グ
ラ
ム

に
つ
き
約
0
・
58
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
熱
が
打
ち

水
効
果
で
奪
わ
れ
る
）
③
長
時
間
水
を
溜
め
て

地
盤
を
固
く
す
る 

④
有
害
な
微
生
物
等
を
押
し

流
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
効
果
が
あ
る

こ
と
を
講
義
で
学
び
ま
し
た
。

　

人
間
、
そ
し
て
人
間
が
造
り
上
げ
た
組
織
文

化
が
生
き
て
い
く
為
に
は
、
こ
う
し
た
稲
作
を

含
め
た
食
糧
調
達
が
必
須
条
件
で
す
。
も
し
そ

の
障
害
に
な
る
も
の
が
害
虫
も
し
く
は
虫
や
悪

読　者
投　稿  

『
手

ち
ょ
う

水ず

舎や

の
不
思
議
な
力
』

文
・
写
真
：
上
原
　
毅

『水とくらす日本のわざ』
中庭光彦監修
汐文社



27 2023.1  Network Tokyo安全作業　足元確認　明かりも確認

或
い
は
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
意
味
で
、
修
験

者
の
修
行
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
（『
水
と

く
ら
す
わ
ざ
』
中
庭
光
彦
監
修
、
汐
文
社
よ
り
）。

　

さ
て
、
そ
の
手
水
に
よ
る
禊
の
方
法
に
つ
い

て
は
感
染
症
対
策
の
為
、
柄ひ

杓し
ゃ
くが
撤
去
さ
れ
て

い
る
寺
社
が
多
い
よ
う
で
す
。（
柄
杓
に
口
を
つ

け
る
事
に
よ
る
感
染
を
防
ぐ
た
め
。）
故
に
東
京

浅
草
の
鷲
神
社
（
地
下
鉄
日
比
谷
線
入
谷
駅
徒

歩
7
分
、
通
称
『
お
と
り
さ
ま
』、
飾
り
熊
手
を

主
と
し
た
酉
の
市
で
有
名
）
で
も
浅
草
寺
で
も

よ
り
シ
ン
プ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
で

手
順
説
明
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
い
か
に
も

マ
ン
ガ
文
化
の
国
日
本
な
ら
で
は
の
も
の
で

す
。

　

更
に
は
浮
き
花
（
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ

ワ
ー
）
の
手
法
で
、
季
節
の
花
を
飾
っ
た
花
手

水
と
し
て
有
名
な
例
で
は
下
谷
神
社
（
地
下
鉄

銀
座
線
稲
荷
町
駅
徒
歩
7
分
、
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
徒

歩
6
分
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
6
月
30
日
の
夏

越
大
祓
の
行
事
で
七
夕
も
控
え
て
い
た
時
期
に

撮
影
し
た
た
め
「
み
ん
な
が
健
康
で
い
ら
れ
ま

す
よ
う
に
」「
世
界
が
平
和
で
い
ら
れ
ま
す
よ
う

に
」「
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
ま
す
よ
う
に
」
と
い
っ

た
短
冊
を
模
し
た
札
が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
小
石
川
大
神
宮
（
地
下
鉄
丸
の
内
線
後
楽

園
駅
徒
歩
4
分
、
東
京
ド
ー
ム
に
も
近
い
）
も

同
様
に
大
祓
式
で
し
た
が
、
幸
福
を
呼
ぶ
鳥
で

あ
る
フ
ク
ロ
ウ
の
置
物
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
で
の
観
光
を
テ
ー
マ
に
し
た
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
流
れ
を
反
映
し
た
も
の
で
は
、

萬
年
山
法
輪
寺
（
地
下
鉄
東
西
線
早
稲
田
駅
徒

歩
2
分
）
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
仏
教
で
は
泥
よ

り
出
で
て
泥
に
染
ま
ら
な
い
、
象
徴
的
な
花
と

し
て
蓮
が
専
ら
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
創
作
者
の
宇
宙
観
を
表
す
か
の
如
く
、

多
種
多
様
な
植
物
が
飾
ら
れ
、
色
の
組
合
せ
に

癒
さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
に
も
手
水
鉢
が
置
か
れ

て
、
当
日
は
若
い
女
性
グ
ル
ー
プ
の
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
遥
か
遠
い
昔
の
悪
い
出
来
事
と

し
て
忘
れ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
残
っ
て
欲
し
い

光
景
で
す
。

鷲神社　手水

下谷神社
花手水

萬年山　法輪寺

浅草寺　手水

小石川大神宮
花手水

富士宮浅間大社
手水ご案内

浅草寺
手水ご案内

小石川大神宮
大祓式での鳥居

富士宮浅間大社
敷地内の湧玉池

下谷神社
手水ご案内

萬年山　法輪寺
花手水

神
社
仏
閣
の

手ち

ょ

う

ず

や

水
舎
の
色
々
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11
・
15 

世
界
の
人
口
が
80
億
人
に
到
達

11
・
16 

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
ミ
サ
イ
ル
着
弾
し
2

人
死
亡

11
・
17 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
都
内
感
染
状

況
の
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ

11
・
18 

日
中
首
脳
が
３
年
ぶ
り
に
タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
で
会
談

11
・
19 

都
が
物
価
高
対
策
と
脱
炭
素
化
で
１

０
２
８
億
円
の
予
算
案
提
出
へ

11
・
20 

岸
田
首
相
は
政
治
資
金
問
題
で
寺
田

稔
総
務
相
を
更
迭

11
・
21 

第
22
回
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
カ
タ
ー
ル
大

会
が
開
幕

11
・
22 

仕
事
着
に
タ
ー
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
東
京

都
が
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
呼
び
掛
け

11
・
23 

中
国iPhone

工
場
で
大
規
模
な
抗
議

活
動
起
こ
る

11
・
24 

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
カ
タ
ー
ル
大
会
で
日

本
が
ド
イ
ツ
に
逆
転
勝
利

11
・
25 

東
京
駅
と
臨
海
部
を
つ
な
ぐ
地
下
鉄

計
画
を
東
京
都
が
発
表

11
・
26 

台
湾
統
一
地
方
選
挙
で
与
党
民
進
党

が
敗
北

11
・
27 
都
立
高
入
試
で
初
め
て
導
入
さ
れ
る

英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
が
都
内

約
２
０
０
会
場
で
実
施

11
・
28 

中
国
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
」
の
行
動
制
限

に
対
し
各
地
で
抗
議
デ
モ

11
・
29 

東
京
都
立
大
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
宮

台
真
司
教
授
が
切
り
付
け
ら
れ
重
傷

11
・
30 

中
国
の
江
沢
民
元
主
席
が
死
去
（
96
歳
）

12
・
1 

７
年
ぶ
り
冬
の
節
電
要
請
が
開
始

12
・
2 

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
カ
タ
ー
ル
大
会
で
日

本
が
ス
ペ
イ
ン
に
勝
利
し
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
進
出

12
・
3 

Ｇ
７
が
ロ
シ
ア
産
原
油
に
上
限
価
格

1
バ
レ
ル= 

60
ド
ル
追
加
制
裁
で
合
意

12
・
4 

品
川
区
長
選
の
再
選
挙
で
森
沢
恭
子

氏
初
当
選

12
・
5 

今
後
5
年
の
防
衛
費
を
43
兆
円
に
増

額
す
る
よ
う
首
相
が
指
示

12
・
6 

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
カ
タ
ー
ル
大
会
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦
で
日
本
が
ク

ロ
ア
チ
ア
に
Ｐ
Ｋ
戦
で
敗
れ
る

12
・
7 

２
０
３
０
年
冬
季
五
輪
の
開
催
地
決

定
を
来
秋
か
ら
先
送
り

12
・
8 

米
タ
イ
ム
誌
の
「
今
年
の
人
」
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領

12
・
9 

日
英
伊
が
新
戦
闘
機
を
共
同
開
発
す

る
と
発
表

12
・
10 

悪
質
な
寄
付
勧
誘
規
制
を
柱
と
し
た

被
害
者
救
済
法
が
成
立

12
・
11 

国
際
月
探
査
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
第
1

弾
の
宇
宙
船
オ
リ
オ
ン
が
地
球
帰
還

12
・
12 

２
０
２
２
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は

「
戦
」
清
水
寺
で
発
表

当協会メールマガジンに
登録しませんか？

　当協会では登録いただいた皆様にメールマガジンを配信しています。
　毎月の講習会更新情報、新規セミナーのご案内、その他協会事業等の最新情報をいち早くお届け
しています。
　講習会申込みご担当者様や協会事業に関心のある方は、以下のURLまたはQRコードから登録申込
フォームにアクセスの上、是非ご登録ください。

※メールマガジンは会員、
　一般問わずに、登録無料
　です。

登録申込はこちら

https://www.tokyo-bm.or.jp/contact/mail.html

講習会

更新情報
協会事業
最新情報
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◎ 「新年祝賀の儀」天皇皇后両陛下の長女愛子さまが成年皇族として
　 初めての公務
◎トンガで海底火山が噴火
◎ 箱根駅伝で青山学院大学が優勝
◎ ロシア軍がウクライナ侵攻
◎ 冬季五輪北京大会で日本勢メダル過去最多 18 個獲得
◎ 作家・元都知事の石原慎太郎さん死去
◎ 将棋の藤井聡太竜王が最年少五冠達成
◎ 冬季パラリンピック北京大会で日本勢メダル７個獲得
◎ 宮城・福島で震度６強観測 東北新幹線が脱線
◎ ウクライナ大統領が国会演説　◎プロ野球観客上限なしで開幕
◎「ドライブ・マイ・カー」が米アカデミー賞の国際長編映画賞を受賞

◎ 改正民法施行 成人年齢 18 歳に
◎ プロ野球ロッテ佐々木朗希が 29 年ぶり完全試合達成
◎ 知床半島沖で観光船が沈没

◎ 沖縄本土復帰 50 年を迎える
◎ 山口県・阿武町が 4630 万円誤給付
◎ バイデン米大統領が来日
◎ スウェーデンとフィンランドがＮＡＴＯ加盟申請

◎ 関東甲信で最も早い梅雨明け
◎ 堀江謙一さん (83 歳 ) が世界最高齢で太平洋横断成功
◎ エリザベス女王在位７０年祝賀行事開催

◎ 安倍元首相が選挙応援演説中に銃撃され死亡
◎ 英ジョンソン首相が辞意表明
◎ フィギュアスケート羽生結弦プロ転向へ

◎ 第２次岸田改造内閣が発足
◎ 夏の甲子園で仙台育英が東北勢初優勝
◎ 米大リーグ・エンゼルス大谷翔平２桁勝利 2 桁本塁打達成
◎ ペロシ米下院議長が台湾訪問
◎ 西九州新幹線が開業
◎ 安倍氏国葬 4200 人参列
◎ エリザベス女王崩御チャールズ新国王即位
◎ 日中国交正常化 50 年を迎える
◎ トラス英首相が辞任　英新首相にスナク氏
◎ 韓国ソウルで雑踏事故
◎ プロ野球東京ヤクルト村上宗隆が史上最年少三冠王達成
◎ 原材料価格の上昇や円安の影響で物価高騰、商品値上げ相次ぐ

◎ 旧統一教会が政治問題化 文科相が質問権行使

◎「皆既月食」と「天王星食」 が４４２年ぶりに同時観測

◎ 世界の人口が 80 億人に到達

◎ サッカーＷ杯カタール大会で日本がベスト 16 進出

◎ 2022 年の世相を表す漢字は「戦」清水寺で発表

◎ 米タイム誌「今年の人」にゼレンスキー大統領

１月

3月

5月

7月

9月

11月

2月

4月

6月

8月

10月

12月

2022年に起きたこと 2022 年
1月1日～
12月15日
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●石井 泰幸 氏
　税理士

●江村 利明 氏
　弁護士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

■相談員のご紹介（五十音順）

文：相談員　弁護士　江村　利明

な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

１　公益通報者保護法の制定

　企業不祥事が事業者内部の労働者からの通報（内
部告発）をきっかけに明らかになることが少なく
ありません。事業者にとっては、通報に適切に対
応し、企業価値や社会的信用毀損のリスクを早期
に把握することにより、自浄作用を発揮すること
ができます。
　そこで、公益通報を行った労働者を事業者から
の解雇を含む不利益な取扱い（降格、減給、退職
の強要など）から保護するとともに、内部通報の
活用によって企業不祥事が早期に発見、是正され
ることを目的として、平成16年に公益通報者保護
法（以下「法」といいます。）が制定されました。
　法により保護される公益通報とは、①労働者が、
②不正の目的でなく、③通報対象事実（一定の法
律に違反する犯罪事実等）が生じ、またはまさに
生じようとしている旨を、④労務提供先、行政機
関、その他の機関（マスコミ、消費者団体等）に
対して行う通報を言います。
　公益通報を行った労働者に対して、通報を理由
として解雇や不利益な取扱いを行うことが禁止さ
れます。

２　令和２年改正

　法制定後も内部通報制度の導入割合は低く、ま
た内部通報制度が機能せず、不祥事が頻発する事
態を受けて、改正法が令和２年６月に成立し、令
和４年６月１日から施行されています。
　改正のポイントは、以下のとおりです。
　①退職者（退職後１年以内）、役員も通報者とし
て保護（退職者からの通報が多いこと、役員は不
正をよく知る者であることによります。）、②行政
機関や事業者外部への通報要件を緩和、③通報対
象事実の範囲に過料を追加、④事業者に対する体
制整備（内部公益通報窓口を設置し、調査や是正
措置を行う部署や責任者を定めておくことなど）
の義務付け等。ただし、この体制整備義務は、従
業員数が３０１人以上の事業者に対するもので、
従業員数が３００人以下の中小事業者については
努力義務とされています。

　以上、改正法についてアウトライ
ンを述べましたが、詳しくは消費者
庁ホームページの「公益通報ハンド
ブック」などをご参照ください。

公益通報者保護法の
改正について
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詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

製品情報募集（掲載料無料）

UR業務用/洗濯用液体洗剤

ecommended roducts
おすすめ
製      品
コーナー

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

● 汚れを削ぎ落すマイクロファイバークロスは、反
面多くの汚れを繊維に抱き込みやすいとも言えま
す。キレイ２０１は “ 業務用だから配合できる”
洗浄力に優れた成分を配合していますので、その
様な汚れにも効果を発揮します。

● 熱に弱いマイクロファイバークロスは、室内干しすると臭いの原因となる
菌が発生しやすくなります。キレイ２０１では抗菌剤の配合で室内干しを
してもイヤな臭いを抑制します。

● 柔軟剤の使用できないマイクロファイバークロスは、洗い上がりがゴワ
つくことがあります。キレイ２０１では柔軟効果の高い界面活性剤を使
用していますので冷たい水を使用しても柔らかな風合いが保てます。

● 蛍光増白剤不使用なので、色物・柄物にも安心してご使用いただけます。

マイクロファイバークロスを
効果的に長く使用する為の
業務用洗濯洗剤

10kg キュービテナー
（コック付き、計量カップ入り）

製品の特長

製品ページは、下記アドレス、または QR コードより

https://www.maruseru.biz/　

キレイ ２０１
株式会社日本マルセル　TEL：03-3803-1751　HP：http://www.maruseru.co.jp/
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1
2023

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期

に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急

遽
中
止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
申
込
方
法
に
つ
い
て

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
東
京
マ

ナ
ビ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
各

講
習
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
利
用
に
は

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
。

講
習
会
受
講
に
関
す
る

注
意
事
項
に
つ
い
て

◉現任警備員
　基本教育講習

◉保護継電器と
保護協調

◉再発防止
　コース

◉現任警備員
　基本教育講習

◉現任警備員
　基本教育講習

◉設備と図面の
基礎

◉リスク
　アセスメント

講習

◉新任警備員教育 ◉低圧電気取扱者安全衛生特別教育

※12月15日現在で
開催する予定の講
習会のみ掲載して
おります。

3月分講習会
販売開始(HP)
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2
2023

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 1 2 3 4

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期

に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急

遽
中
止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
申
込
方
法
に
つ
い
て

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
東
京
マ

ナ
ビ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
各

講
習
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
利
用
に
は

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
。

３
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願

い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

た
め
、会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、

ご
着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を

使
用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症

対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　

な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の

症
状
が
あ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◉清掃作業
　従事者研修
　B コース

◉空調設備の
　自動制御

◉トイレ清掃
　講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習
◉危険予知訓練
　（KYT)
　1 日講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(2 号 ) 講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習
◉ビルの
　電気設備
　( 中級編）

◉ポンプの実務
( 中級編）

◉再発防止コース

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育

◉清掃作業従事者研修Aコース

◉高圧・特別高圧電気取扱者
安全衛生特別教育

4月分講習会
販売開始(HP)

※
２
０
2
３
年
1
月
の
講
習
会
販

売
開
始
は
１
月
17
日
に
変
更
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
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FROM

協
会
か
ら
の

ご
案
内
済
み
一
覧

MAIL

広報委員会　STAFF

■委員長

■委　員

吉　澤　　幸　夫

大 嶋　 直 樹
奥 出　 隆 之
里 見　 貴 弘
庄 司　 和 明
鈴 木　 英 司
中 嶋　 徹 治

広報　第599号

令和5年1月号

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　
ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二
編集人：

委員五十音順

編
集
後
記

　

令
和
五
年
（
2
0
2
3
）　

卯
年　

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
N
e
t
w
o
r
k  

T
o
k
y
o

に
連
載
し
て
い
ま
し
た
「
ち
ょ
っ
と
一
服　

愛
す
べ
き
極

楽
上
戸
」
を
、
昨
年
末
の
連
載
3
0
0
回
達
成
記
念
を
最

後
に
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
終
了
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

ま
だ
書
き
続
け
た
い
意
欲
は
あ
り
ま
す
が
、
作
者
・
左
党

隆
の
体
調
や
年
齢
を
考
え
て
、
一
先
ず
こ
こ
で
一
旦
け
じ

め
を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
長
ら

く
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、「
ち
ょ
っ
と
一
服
」
の
ス
タ
ー
ト

は
、
忘
れ
も
し
な
い
「
阪
神
淡
路
大
震
災
」
や
「
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
」
な
ど
重
苦
し
い
事
件
の
続
い
た
平
成

7
年
（
1
9
9
5
年
）
で
し
た
。
N
e
t
w
o
r
k 

T
o
k
y
o 

11
月
号
の
第
1
回
「
ゴ
ル
フ
帰
り
の
失
敗
談
」

以
来
、
27
年
間
3
0
0
回
も
の
長
き
に
亘
り
執
筆
の
場

を
提
供
さ
せ
て
戴
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

唯
々
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
執
筆
当
初
は
ほ
ん
の
数
回
の

連
載
予
定
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ち
ょ
っ
と
一
服
」
で
し
た

が
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
独
り
歩
き
を
始
め
、
い
つ
の
間

に
か
年
月
を
重
ね
、今
日
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
佐
々

木
会
長
を
は
じ
め
、
歴
代
の
広
報
委
員
長
各
位
、
広
報
委

員
会
s
t
a
f
f
並
び
に
協
会
事
務
局
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

物
語
は
極
楽
上
戸
М
氏
の
酒
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ
を

中
心
に
し
な
が
ら
、
М
氏
の
家
族
、（
妻
恭
子
、
娘
の
長
女

の
幸
子
、
娘
婿
の
忠
幸
、
孫
の
健
太
、
次
女
の
芳
子
）
な

ど
が
織
り
な
す
ホ
ー
ム
コ
メ
デ
ィ
を
軸
に
、
後
輩
Ｏ
氏
と

の
先
輩
・
後
輩
コ
ン
ビ
が
繰
り
広
げ
る
コ
ミ
カ
ル
な
世
界

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
連
載
で
大
変
だ
っ
た
の
が
毎
回
の
オ
チ
、
サ
ゲ
で

〆
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ダ
ジ

ャ
レ
の
「
地
口
落
ち
」、
少
し
考
え
て
可
笑
し
さ
が
わ
か
る

「
考
え
落
ち
」、
調
子
よ
く
話
を
進
め
て
落
と
す
「
ト
ン
ト

ン
落
ち
」、
最
後
で
立
場
が
逆
転
す
る
「
逆
さ
落
ち
」、
意

表
を
つ
く
落
ち
の
「
見
立
て
落
ち
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、「
ち
ょ
っ
と
一
服
」
で
は
お
や
じ
ギ
ャ
グ
や
ダ
ジ

ャ
レ
な
ど
が
多
く
お
恥
ず
か
し
い
ば
か
り
で
す
。

　

振
り
返
っ
て
27
年
も
の
長
期
間
、
万
感
胸
に
迫
る
思
い

で
す
。
よ
く
ぞ
毎
月
連
載
を
続
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
我
な

が
ら
驚
い
て
い
る
次
第
で
す
。  

広
報
委
員　

奥
出　

隆
之

12
月
5
日

【 
協　

会 

】
 

・	
年
商
額
の
自
己
申
告
に
つ
い
て
（
ご
依
頼
）

 

・
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習
」
の
ご
案
内

 

・
「
劇
団
四
季  
観
劇
補
助
事
業
」
の
ご
案
内

 

・	

東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待
募
集
」
の
ご
案
内

 

・
「
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
シ
ー
ル
送
付
」
の
ご
案
内

 

・	

広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」

（
2
0
2
2
年
12
月
号
）

【 

全
国
協
会
よ
り 

】

　
　

全
国
協
会
か
ら
の
緊
急
依
頼
通
知
に
つ
い
て

【 

そ
の
他
団
体
よ
り 

】

　
　

「
事
業
継
承
で
お
悩
み
の
方
へ
」
の
ご
案
内

 　
　
　
　
　
　

 

（
東
京
都
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
）

お詫びと訂正
  「ネットワーク東京」12月号のP35
告知板において株式会社サエラ様の
会社情報に誤りがございました。
　次の通り訂正させていただきますと
ともに、深くお詫び申し上げます。

  株式会社サエラ
（誤） 〒113-0034　東京都文京区湯島
　　　 2-29-4　古澤ビル3F　
　　　 T E L 03-5800-6673　
　　　 FAX 03-5800-6675

（正） 〒151-0063　東京都渋谷区富ヶ谷
　　　 1-37-1　ロナーＹＳビル3F　
　　　 TEL 03-3469-8493　
　　　 FAX 03-3469-2042
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社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号

告　知　板 2023.1　Vol.599
（赤色の太字部分が変更になった箇所)（※12月7日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。)

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会の

入会希望会社をご紹介ください

TEL.03（3805）7555
■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、内山）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員となり、双方のサービスをご利用いただけます。
特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供

特典４：協会主催催事への参加による会員交流
特典５：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

情報提供、人材育成、交流活動……会員特典あります。

（住所変更）

日本カルミック株式会社 髙居　隆章 102-0074 東京都千代田区九段南1-6-5 
九段会館テラス

03-4586-5588 03-4586-5590

（入会）

都市環境整美株式会社 庄司　弘巳 163-0646 東京都新宿区西新宿1-25-1 03-3365-0210 03-3365-1399
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インボイス制度（適格請求書等保存制度）
導入で実務はどう変わるか

公
益
社
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東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
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ス
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ネ
ッ
ト
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ー
ク
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２
０
２
3
年
　
　
1
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号
　
Ｖ
Ｏ
Ｌ
５
9
9
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